
１）調査日；2018年5月10日
２）場所；JAはぐくみ東部営農センター国府管内
３）生産者名：Ｕ様
４）JA担当者：Ｓ様、Ｋ様
５）試験目的；タマネギ栽培におけるネバリンの施用効果を確認する。
６）圃場面積；試験区、慣行区計３８アール（各区約２０アール）　　　

土壌改良材：顆粒苦土生石灰

堆肥；１０トン/３８アール

基肥；麦玉一発（１８－１０－１０）１６０㎏（８袋）/３８アール

区画；試験区（麦玉一発＋ネバリン）、慣行区（麦玉一発）　

圃場の状況；

4月4日の地上部の状況は、試験区で旺盛な生育を示していた。

5月10日には、地上部は、前週の風の影響で全体的に倒伏していた。

７）耕種概要

①土壌消毒の有無；なし

②品種；タマネギ「アドバンス」

③栽植密度；畝幅１２０ｃｍ、７条植；条間１５ｃｍ、株間１５ｃｍ（マルチ栽培）、畝間５０ｃｍ

④播種時期：９月２０日

2018年5月17日

群馬県JAはぐくみタマネギ収穫調査
日本肥糧株式会社

試験区圃場４畝（右３畝品種ｿﾆｯｸ）5/10撮 慣行区圃場（左より４畝）5/10撮影

慣行区圃場（左より４畝）4/4撮影試験区圃場４畝（右３畝品種ｿﾆｯｸ）4/4撮



⑤定植期：１１月２３日～１１月２４日

⑥収穫期：５月１５日

⑦前作物；ハクサイ（タマネギ－ハクサイ－タマネギ）

⑧堆肥施用：２６００㎏/１０a、　７月１１日

⑨基肥：試験区麦玉一発(18-10-10)　４２kg/10a、N７．６kg、ネバリン４０kg/10a　（１１月４日施用）

        　対照区麦玉一発(18-10-10)　４２kg/10a、N７．６kg（１１月４日施用）

⑩追肥：NK１７(17-0-17)　６０ｋｇ（３袋）/３８a、N２．７㎏/10a（１月８日施用）

⑪殺虫剤；スミチオン乳剤１０００倍液３月３日散布

⑫殺菌剤；ヨネポン水和剤５００倍液３月３日散布

８）収穫調査結果；

　通路側より試験区、慣行区の４畝の手前側より各畝１０株づつ収穫を行った。

また、慣行区の端は樹木の影響があったため、３ｍ程度ずらした所より採取した。

たまねぎ規格板により規格を判定した。規格サイズは次の通りです。

たまねぎ規格（直径㎝）；２L：9.5～12cm、L：8～9.5cm、M：7～8cm、S：6～7cm、　　　　

SS：5～6cm、外は直径5cm以下

試験区、慣行区の規格別数量と全重を表に示した。

２L L M S SS 外

試験区 11 17 6 4 1 1

慣行区 0 8 18 10 4 0

試験区、慣行区の状況を写真に示した。

【結果】
　ネバリンを施用した試験区では、L、２L品が多く、慣行区では、M品が中心で２L品
はなかった。写真で示した状態の全重を比較すると、試験区では約１．６倍重量が
増えており、ネバリン施用により明らかに収量が増えることが推察された。

以上

4畝４０球抜き取り調査状況（左：試験区(ネバリン施用)、右：慣行区）

全重ｋｇ

14.58（１５６）

　9.35（１００）


